
～研究内容～

筋萎縮性側索硬化症（ALS）は難病中の難病として知られる
が、症状は骨格筋障害による全身の筋萎縮、筋力低下、構
音障害、嚥下障害、呼吸障害をきたす。特に呼吸障害は生
命を脅かすものでありその対応には人工呼吸器が必要にな
る。ALSは原因不明であるためそれを解明する様々な取り組
みを行うとともに、効果が期待される薬剤の治験を医師主導
治験、企業治験で実施してきた。特に高容量メチルコバラミ
ンの医師主導治験は徳島大学が主幹した初めての医師主
導治験であり、第III相試験でその有効性が証明できたため
現在薬事承認に向けて準備を進めている。ALSは痛み、便
秘、排尿障害、唾液過多、認知機能障害、眼球運動障害な
どの症状も呈するが、これまでこれらの症状は治療の対象と
すら捉えられておらず、そのため治療の開発も手掛けられて
いなかった。最近になってようやく唾液過多に対する企業治
験が開始され徳島大学も参加している。私どもは大学にて、
ALSの原因解明を進め、ALSの様々な症状に対する治療薬
開発の拠点を構築し、患者様、家族様、病院、大学へ質の
高い治療、技術と学術的価値等を提供すると共に、地域へ
の経済的循環・活性化へつなげて行く。
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コンタクト不良

- 第Ⅲ相医師主導治験 -

- 第Ⅱ相医師主導治験 -

Metabolic pathway involving Methylcobalamin

～治療薬開発への着目点～

・グルタミン酸毒性ー興奮性細胞死
・ホモシステイン毒性
・酸化的ストレス（活性酸素）による毒性
・ミトコンドリア障害
・その他


